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研究概要
持続可能な社会の実現に向けて、バイオマス資源の有効利用は極めて重要となっている。特に、多糖類やリグニン

など植物バイオマスの利用への期待は非常に大きいが、リグニンの分解は容易でないことから、多糖類の精製やリグニ

ン分解成分の有効利用には課題が山積しているのが現状である。本研究では、リグニン分解触媒の高性能化を目指し

てリグニンとの親和性が高いアミノ酸クラスター（合成高分子の側鎖に多数のアミノ酸を担持したポリマー）を合成し、

リグニン分解触媒と複合化することでリグニン分解触媒の高性能化を目指す。アミノ酸クラスターは、近年報告された

リグニン親和性ペプチド C416（アミノ酸配列：HFPSPIFQRHSH）を構成する 7 種類のアミノ酸を基に設計し、ポ

リマー鎖長やアミノ酸の導入率および比率が異なるポリマーを合成、リグニン親和性の高いアミノ酸クラスターを選別

する。続いて、合成したリグニン親和性の高いアミノ酸クラスターを用いて、リグニン分解触媒との複合化を図る。リ

グニン分解触媒のリグニン親和性を高めることによってリグニン分解活性の向上を図り、従来よりも活性の高いリグニ

ン分解触媒を開発する。
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